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【事業の目的・概要・対象】
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婦
人
会
･
食
改

三浦野性の森

土曜分放課後子ども教室

松原宿寺子屋塾

英語学習

農
作
業
体
験

秘
密
基
地
作
り

ロ
ー

プ
結
び

外
国
の
ゲ
ー

ム

児　童

星
空
観
察
等

外
国
の
音
楽
等

郷
土
料
理

昔
遊
び

習
字
・
音
楽

英
語
学
習
等

松原小児童 児　童

外
国
の
料
理

鈴田小
黒木小 中央小
竹松小

宿
　
題

昔
遊
び

外
遊
び

読
書
等

三浦小

社会教育課

教職ＯＢ
活性化協議会

健
全
協

学
生
等

児　童

退職校長会

ＡＬＴボーイスカウト

学
校
･
学
童

施策： 子育てと仕事の両立

事業名： 放課後子ども教室推進事業 現状維持 予算額
5,163

平日分放課後子ども教室

松原宿

千円
3,513 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 0 千円
県支出金

子どもたちの安心・安全で豊かな放課後の確保、週末の活動場所や休日の学びの場の必要性。

3,095 千円
地方債 0 千円
その他 816 千円

一般財源

担当課 教育委員会社会教育課 問合せ先 ５４－３１６１(内84-154)

1,252 千円

  子どもたちの安心・安全で豊かな放課後及び週末の活動場所を提供し、教育活動推進員（学習アドバイ
ザー）等の地域のスタッフの指導を受けながら、学習活動を行うとともに様々な体験活動や交流活動等を
実施し子どもたちの健全な育成を図る。

（平日分）
・市内5つの小学校での子ども教室
　小学校の空き教室を利用し、退職校長会を中心に指導員を依頼。宿題、漢字・計算ドリル、プリント学
　習、読書、外遊び等を実施。
（土曜学習）
・三浦野性の森放課後子ども教室
　三浦野性の森や横山頭山荘等での野外体験活動（キャンプ、秘密基地作り、竹を使った道具作り等）
・松原宿寺子屋塾
　旧松屋旅館や住民センターなどでの学習（書道、ヨット、茶道、郷土史学習、昔遊び、調理体験等）
・英語学習放課後子ども教室
　公立公民館を利用したＡＬＴによる英語に親しむ学習（外国の音楽、絵本、ゲーム、調理等）

担当課
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【活動指標】

①

【成果指標】

①

【予算・決算】

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

放課後子ども教室の設置数 目標値 日 8 8 8

H32
(目標)

8 8

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

放課後子ども教室への児童登録者数 目標値 人 217 220 220 220 220

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計
事業費 2,142 1,380 2,222 3,513 5,163 5,163 19,583

国庫支出金 0 0 0 0 0 0 0
県支出金 1,426 1,110 1,480 2,106 3,095 3,095 12,312
地方債 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 816 0 816

一般財源 716 270 742 1,407 1,252 2,068 6,455
人件費 2,363 1,968 2,021 2,023 2,023 2,023 12,421
職員 0.30人 0.27人 0.27人 0.27人 0.27人 0.27人 1.65人

時間外勤務 48h 32h 29h 30h 30h 30h 199h
嘱託員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

子どもたちの安全・安心な居場所づくりついて、地域・家庭の教育力が低下している現状で
行政に求められているものが大きく、必要性は高い。

有効性
(施策貢献度)

事業実施に伴い、放課後等の子どもたちの居場所が確保されるとともに、家庭や地域等との
連携のもと、様々な体験活動や交流活動、また学習活動の機会を通して児童の健全育成が図
られるので、施策効果は高い。

効率性
(コスト)

謝金や消耗品等、放課後子ども教室運営のための最低限の経費を計上しており、これ以上の
削減は困難である。

7,186 32,004

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 4,505 3,348 4,243 5,536 7,186


